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発 言 項 目 要　　　　旨

令和６年１１月定例会一般質問発言通告表

発言
順序

氏名 　　齋　藤　和　文　　議員

　所有台数は。

１ 防災・減災対策の現
状と課題について

近年の台風、集中豪雨及び地震等による公立小中学校危
機対応マニュアルの改訂について。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

各学校におけるマニュアルの相違と休校基準につい
て。

　最終判断は誰が行うのか。

　緊急時及び中期的な対応について。

　自宅待機時のオンラインの授業について。

　気象防災アドバイザーの任用について。

液状化対策（公共建築物・道路河川・液状化の想定地
域）について。

土のうの準備と置き場の拡充、止水板の補助（世帯・
自治会・企業）について。

　停電原因について。

　市民への周知はされているのか。

原因等を電力会社のホームページ等で公表すること
を依頼できないか。

　市所有の電気自動車の現状について。

　提供企業との協定の方向性は。

　市内観光施設の災害時の対応の把握について。

　災害発生時の避難場所は。

　水や非常食の確保は。

２ 星山浄化センター及
び衛生プラントの今後
について　その１

し尿処理共同化（星山浄化センター及び衛生プラン
ト）の実証実験について。

　ウォーターＰＰＰの導入推進については。

　その他汚泥の利活用について。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

　下水道経営戦略の進捗について。

　星山エネルギー創出拠点化構想について。

国土交通省下水道革新的技術実証事業（Ｂ－ＤＡＳＨ
プロジェクト）への参画について。

富士市東部浄化センターの実証実験についての認識
とその後の研究について。

　可能性調査の現状は。
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